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はじめに 

磁場閉じ込め核融合装置において，非接触プ

ラズマは，プラズマ対向材料への熱・粒子負荷

を低減する最も効果的な方法の一つであると

期待されている．非接触プラズマ生成には，プ

ラズマと中性粒子の相互作用により，プラズマ

を1 eV以下に冷却する必要がある．低温高密度

である非接触プラズマでは，電子温度は電子-

イオン-中性粒子間の温度緩和で決まるため，中

性粒子の温度は，非接触プラズマのプラズマ温

度の下限を決める重要なパラメータである．流

体コードを用いた多流体水素プラズマ解析に

より，水素原子密度が電荷交換過程に関連して

非接触プラズマの生成に大きな影響を与える

ことが示唆されている[1]．したがって，非接触

プラズマの物理理解・シミュレーションの高精

度化のためには中性粒子の密度・温度の高精度

計測が必要である．  

本研究では2光子吸収レーザー誘起蛍光法

(TALIF：Two-photon Absorption Laser Induced 

Fluorescence)を用い，重水素プラズマ中の基底

状態の原子の密度を計測した． 

 

実験の概要 

螺旋状プラズマ生成装置NAGDIS-T [2, 3]に

おいて，重水素原子の密度・温度を測定する

TALIF測定システムを構築した．NAGDIS-Tは，

長い磁力線接続長を持ち，中性ガス圧力を制御

することで容易に非接触の重水素プラズマを

発生させることが可能である． 図1は重水素プ

ラズマ中における，入射したレーザーの波長ご

とに発光を時間積分して得られた典型的な

TALIFスペクトルである（挿入図参照）． 

初期成果として基底重水素原子からのTALIF

信号が得られ，クリプトンを用いて密度を較正

した結果，中性圧力15 mTorr，放電電力2000 W

において，基底重水素原子の密度は4.5×1019 m-3

であった． 
 

 
Fig 1. D TALIF signal and fitted line as a function of 

wavelength. The inset is a typical waveform along time. 
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